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血友病 A の治療において、特に血液凝固第 VIII 因子(FVIII) に対する抗体 
(インヒビター) を保有する患者の止血管理は困難を呈し現在もなお深刻な課
題である。一般にインヒビター力価により、抗体中和療法、免疫寛容療法、ま
たはバイパス製剤 (活性型第 VII因子(rFVIIa) 製剤または活性型プロトロンビ
ン複合体製剤 (APCC)) による治療が選択される。本研究では、APCCは組織因子
(TF) 依存的に、FVIII を限定分解して FVIII 活性を上昇することを凝血学的に
証明した。その反応初期相には APCCに含まれる凝固因子のうち FVIIaが、後期
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